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このたびは、DXアンテナ製品をお買い上げいただきありがとうございます。 

この製品を正しく理解し、ご使用いただくために、取扱説明書をよくお読みください。 
お読みになった後は、いつでも見られるところに保存してください。 
 

安全上の注意 
 

 

 

注意！ 

操作を開始する前に、必ず、この取扱説明書をよく読んで、 

内容を十分に理解してください。 

 

この取扱説明書に記載されている手順に従ってください。 

 

不適当な操作を行うと、重大な人害や構成部品に支障を与える

可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この製品には、下記クラスのレーザー光源が搭

載されています 

 

絶対に、光出力部を直視しないでください。 

 

レーザーの安全基準：CLASS 1M 

最大光出力：150mW 
波長：1550nm 

※IEC 60825-1; 8/2001による 
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△ 記号は注意(危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合は警告または注意）が描かれています。 

  記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の 

場合は分解禁止)が描かれています。 

●記号は禁止の行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容 

(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
 

 
警告 

この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が 

想定される内容を示しています。 

 

● テレビ受信関連工事には技術と経験が必要ですので、お買い上げの販売店もしくは工

事店にご相談ください。 
 
● この製品は信号伝送にレーザー光を使用しています。レーザー光は、非可視ですから

光出力ポートをのぞき込んだり、光ファイバーを接続する場合などに、直接レーザー

光が目に入らないようにしてください。目を損傷する原因となります。 
 
● 光ファイバーケーブルは屈折により折れることがあります。5㎏以上の力で引っ張っ
たり、30㎜以下の半径に曲げないでください。急激な曲げ、引っ張り、捻りなども
加えないでください。また、光ファイバーケーブルを床などにおいて使用する場合、

特に角ばった部分に光ファイバーが圧迫されると光損失の増加や折れの原因となりま

す。また、折れた光ファイバーから出るレーザー光が目に入ると目を損傷する原因と

なりますので、絶対にのぞき込まないでください。 
 
● この製品は屋内専用です。屋外に設置したり、水がかかる場所や、水などが入った容

器の近くなどで使用しないでください。故障の原因となります。 
  
● 強度の弱い場所、不安定な場所、ぐらついたり振動する場所や傾いた場所に設置しな

いでください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 
 
●  この製品のカバーを開けたり、分解したりしないでください。 
 また、お客様による修理や改造はしないでください。けがの原因となりますし、性能

維持ができなくなり、故障の原因となります。 
 
●  内部の修理や点検、調整、清掃については、最寄りの当社支店・営業所にご依頼くだ

さい。 
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注意 

この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定される 

内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 
●  この製品を直射日光の当たる場所や暖房機の付近や高温になる場所では使用しないで

ください。火災や破損の原因となることがあります。 
 
● この製品を湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 
  火災や破損の原因となることがあります。 
 
● 19インチラックに収容する場合は、L型補助金具を使用してください。 
 
 
●  この製品に接続するケーブル類を傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったりしないで
ください。故障や破損の原因となることがあります。 

 
●  光ファイバーケーブルが折れたり、破損した場合は、光ファイバーケーブルの破片で
けがをする恐れがあります。破片に直接手を触れないでください。 

 
● 光コネクターの接続時には、光コネクター先端部(フェルール端面）にゴミの付着や汚
れ等がないように、専用の清掃器具を用いて光コネクターの清掃を確実に行なってく

ださい。 性能維持ができなくなり、故障の原因となります。 
 
● 光コネクター先端部(フェルール端面）を清掃するときは、光送信器の電源を OFFに
してから行なってください。光コネクターの損傷や事故の原因となります。 

 
● 光コネクターを接続するときは、コネクター形状やフェルール形状がこの製品に適合
していることを確認してから接続してください。異なった形状の光コネクター(フェ
ルール）を接続すると故障や破損の原因となります。 

 
● 光コネクターを接続しないで放置しているときは、必ずファイバー用キャップをコネ

クターにかぶせて、各ユニットの光コネクター内部にゴミ・埃等を入れないようにし

てください。コネクターの脱着がスムーズに行えなくなる恐れがあります。 
 
● お手入れの際には、ベンジン・アルコール・シンナーなどは使わないでください。塗
装がはがれたり、変質することがあります。 

 お手入れは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。化学雑巾を使用する際には、そ

の注意書に従ってください。 
 
● この製品を破棄するときは、産業廃棄物として処理してください。 
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1 序 章 

1.1 この製品について 

HOT9503Eは、直接変調型 1550nm DFB光送信器です。この光送信器は HFC/FTTxシステムにおいて、
多チャンネル CATV 信号、CATV 電話、ケーブルインターネット、データ信号等の伝送に最適な製品
となっています。 

また、伝送帯域は 2,610MHzまで対応しており、CATV信号と BS-IF/CS-IF信号を同時伝送することが
できます。 

 

図 1.1の外観写真で示している通り、HOT9503Eは 19インチラックに実装できる構造となっています
（EIA、JISユニバーサル仕様）。 

 

 図 1.1: HOT9503E外観 

 

液晶ディスプレイ(LCD) が装備されており、6つの操作ボタンを用いて、機器内部の状態表示、並びに
設定変更が行えます。また、LCD のバックライトは、いずれかのボタンを押すと、点灯します（点灯
後は、しばらく、ボタンを押さずに放置すると消灯します）。 

 

HOT9503E の電源は本体背面のスロットに挿入できるプラグインユニットで構成されます。スロット

は 2つ用意され、ともに、ホットスワップ（通電中に脱着可能）に対応しています。 

電源ユニット（入力電圧 AC100V、ファン付）は、標準で 2台実装されています。 
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図 1.2は主要な機能に関わるブロック図です。 

HOT9503E は 2 系統の RF 入力ポートを持っており、それぞれ、CATV 信号用（CATV 入力、70MHz

～770MHz）、及び BS-IF/CS-IF信号用（CS / BS -IF入力、1000MHz～2,610MHz）となっています。

また、RF入力モニターポートは CATV信号レベルを確認するために装備されています。 

なお、CATV信号、BS-IF/CS-IF信号とも、RF入力レベルは内部で検出され、LCD、もしくは Webブ

ラウザ上で確認することができます。 

 

 

図 1.2 HOT9503Eブロック図 

 

HOT9503Eは、主に、RF増幅部（CATV入力系）、ひずみ補償回路部、合波部、チャーピング補償回

路部、DFB光源部、マイクロプロセッサー部、電源供給部により構成されます。 

 

RF増幅部（CATV入力系）は次の特長を持っています。 

 利得が 24dBの範囲で調整可能 

 スロープ（＠70MHz～770MHz）が－3～＋16dBの範囲で調整可能 

 

RF増幅部通過後、CATV信号と BS-IF/CS-IF信号は合波されます。 



 

－8－ 

HOT9503E 9/84 

マイクロプロセッサーは、合波後の RF レベルを検出し、LD 駆動レベルを自動調整します（ALC 機

能）。これにより、LDの過変調、もしくは変調不足を防止されます。 

DFB光源部は TEクーラーを装備しており、安定した光伝送特性、並びに波長を実現します。 

HOT9503Eは、運用波長を±100GHzの範囲で変更することができます（50GHzステップ）。 

更に、HOT9503E は誘導ブリルアン散乱（SBS）抑制機能を持っており、18dBm までの SBS 抑制能

力を実現します（光ファイバー距離 25km）。 

 

HOT9503Eに装備されたチャーピング補償回路は、伝送距離に応じて、伝送特性を最適にします。 

また、ひずみ補償回路は伝送特性に対するファイバー分散の影響を低減し、特に CSOを改善します。 

 

状態監視制御（EMS、NMS）用インターフェイスとして、HOT9503E は 10/100 イーサネットインタ

ーフェイスを本体背面に装備しています。このインターフェイスは SNMP、並びに HTTP プロトコル

に対応しており、機器本体の IP アドレスは本体前面操作ボタン、又は本体背面の RS232 ローカル設

定用ポートを使用して設定ができます。 

また、RS485（マスター）を装備しており、ローカル RS485 バス接続された機器をポーリングするこ

とができます。 

I/O ポートは、機器本体のアラーム接点出力、もしくは周辺機器のアラーム接点入力として使用できま

す。 



 

－9－ 

HOT9503E 10/84 

 

1.2 I/Oポート 

HOT9503E は背面に I/O ポートを装備し、接点入出力 2 ポート、接点入力専用 4 ポートから構成され

ます。これらのポート配置はWebブラウザ（HTTP）より設定することができます。 

図 1.3、並びに図 1.4は I/Oポート周辺の回路図を示しています。 

 

 

図 1.3 接点入出力ポート周辺回路 

 

 

図 1.4 接点入力専用ポート周辺回路 
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注意事項 

 各ポートに印加できる最大電圧は DC+5Vを越えないようにしてください。 

また、この印加電圧を GNDレベル以下にしないでください。 

 入力 Highに対する入力レベルは＞1.6V、入力 Lowに対する入力レベルは＜0.8Vにしてくださ
い。 

 入力専用ポート、並びにドレインオープン出力においてはプルアップ抵抗として 100ｋオーム
が 3.3V側に設置されています。 

 出力ポートにおいて、アラーム時に Low レベルとする場合の GND に対する出力抵抗は＜210
オームです。 

 

図 1.5に示すように、HOT9503Eでは I/Oインターフェイスとして 8ピン ミニ DINコネクターが使
用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5 HOT9503Eの背面コネクター部 

 

 

 

図 1.6は 8ピン ミニ DINコネクターのピン配置図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.6 8ピン ミニ DINコネクターピン配置図 

このミニ DINコネクターのピン配置については表 1.1をご参照ください。 
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ピン番号 ピン配置 備考 

1 
電源出力 DC+5.1V±5% 

（無負荷時） 

最大電流 80mA 

過電流保護用に PTC（＜50オーム、NEC HWバージ
ョン 2.1）、又はヒューズ（＜6オーム、NEC HWバ
ージョン 2.2以降）が設置されています。 

2 GND グランド 

3 ポート#2(接点入力のみ) 
入力接点レベルは HTTP,又は SNMP上で設定できま
す。 

4 ポート#4(接点入力のみ) 
入力接点レベルは HTTP,又は SNMP上で設定できま
す。 

5 ポート#0(接点入出力) アラーム出力ポートとして使用します。 

6 ポート#5(接点入力のみ) 
入力接点レベルは HTTP,又は SNMP上で設定できま
す。 

7 ポート#1(接点入出力) 入力／出力は HTTP,又は SNMP上で設定できます。 

8 ポート#3(接点入力のみ) 
入力接点レベルは HTTP,又は SNMP上で設定できま
す。 

表 1.1 HOT9503Eにおけるミニ DINコネクターのピン配置表 

 

注意事項 

 1 番ピンには、外部インターフェイス（フォトカプラ、ディレイ、外部センサーなど）への給
電用として電源出力 DC+5.1V±5%が用意されています。このポートには 80mA 以上電流が流
れないように注意してください。 

 I/O ポート#0は NECを介さず、光送信器と直接接続されています。このポートにおいて光送信
器自体のサマリーアラームを接点出力することができます。 

 I/Oポート#1～5は NECと直接接続されています。従いまして、ポート#1を出力用として使用
する場合、下記機器のサマリー警告、もしくはサマリーアラームを接点出力することができま
す。 

1. RS485上に接続された機器 

2. HOT9503E自体 

3. 接点入力ポート(I/Oポート#2～5)に接続された機器 

 すべての I/Oポートの配置、並びに設定はWebブラウザ、もしくは SNMP経由で行えます。 

 HOT9503E の EMI 性能を劣化させないために、I/O 用にはシールドケーブルを使用してくださ
い。この場合、ケーブルのシールド部はミニ DINコネクターの 2番ピン（GND）に接続してく
ださい。 
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1.3 EMSインターフェイス 

HOT9503Eは本体背面に次の 4つの通信インターフェイスを持っています。 

 RS232：ネットワーク設定用ローカルポート 

 RS485（マスタ）：同一仕様の通信インターフェイスを持った機器と縦続接続し、ポーリング

により、収集したデータをイーサネットインターフェイスに送ります。  

 イーサネット 10/100 ：ネットワーク監視システムのインターフェイスであり、SNMP,並びに

HTTPプロトコルに対応しています。 

 I/Oポート 

 

 

HOT9503Eはネットワーク制御部（NEC）を搭載しており、SNMPプロキシー・エージェントとして
機能します。また、RS485(マスタ)に同一の RS485プロトコルを持った機器を接続すれば、当該
RS485ポートを介して、接続された機器の監視を行うことができます。なお、接続できる最大機器数
は 48台です。 

NECで受信したデータは SNMP、並びに HTTPに変換され、イーサネットを介してリモートアクセス
されます。 

  



 

－13－ 

HOT9503E 14/84 

 

SNMP EMS 
Server

HTML 
Browser

SNMP EMS 
Client

LAN/WAN
TCP/IP

Ethernet 
10/100

Ethernet 
10/100

RS485

Subrack 
#1

Subrack 
#2

Subrack 
#3

Subrack 
#4

RS485

RS485

RS485

RS485

HOT9503E

 

図 1.7 ネットワーク接続例 

 

図 1.7は、HOT9503Eをネットワークに接続した事例を示しています。 

この図では、1台の HOT9503Eに RS485インターフェイスを経由して、同一 RS485プロトコルを持
った機器が縦続接続されています。この接続状態において、縦続接続された機器の状態監視を 1 台の
HOT9503Eで集中管理できます。 

縦続接続される機器はすべて RS485(スレーブ)ポートを持っており、集中管理する HOT9503E の
RS485(マスター)ポートに接続されます。この場合、HOT9503E に搭載されている NEC は RS485 接
続された機器に対してポーリングを行い、各機器の状態監視情報を収集します。 

収集された情報は、NECにて HTTP、並びに SNMPに変換され、イーサネットを通じて、データが送
受信されます。 

例えば、マイクロソフト社インターネットエクスプローラ、ネットスケープなどの HTML ブラウザが
インストールされた PCを LAN上で接続すれば、指定した IPアドレスの機器の状態、もしくは、その
機器に縦続接続された機器の状態をブラウザ上で確認することができます。 

また、HOT9503Eは SNMPにも対応していますので、LAN/WAN上で SNMPマネージャーを搭載した
PCと接続すれば、高度な遠隔監視をすることもできます。  

 

注意事項 

RS485間の接続、並びにイーサネットの接続には、CAT6以上のケーブルを使用することを推奨しま
す。また、長さは 10m以内としてください。 

SNMP EMS ｸﾗｲｱﾝﾄ 

SNMP EMS ｻｰﾊﾞｰ 

ｲｰｻﾈｯﾄ 10/100 

ｲｰｻﾈｯﾄ 10/100 

HTML ﾌﾞﾗｳｻﾞ 
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2 操作説明 

2.1 前面パネル 

ユニバーサル仕様のパネルです。EIA仕様、JIS仕様のどちらのラックにも取り付け可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目番号 機能説明 

1 CATV入力モニター端子 

2 状態表示用 LED 

3 液晶ディスプレイ 

4 ローカル設定用操作ボタン 

5 光出力ポート 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ 
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2.2 背面パネル 

8 9

 

項目番号 機能説明 

1 I/Oポート 

2 RS485インターフェイス（RJ-45 メス、マスタ） 

3 RS232 インターフェイス（D-Sub 9ピン オス） 

4 イーサネットインターフェイス（RJ-45 メス） 

5 イーサネット通信状態表示 LED 

6,7 ファン搭載電源ユニット 

8 CATV入力端子 

9 CS / BS -IF入力端子 
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2.3 ファン搭載電源ユニット 

電源ユニットはファンを搭載しており、本体に 2 台まで実装可能です。また、ホットスワップ機能を
持っていますので、通電中に電源を交換することができます。特に、2 台の電源ユニットで運用してい
る場合（各電源ユニットに入力電圧がある場合）、運用を停止することなく、1 台の電源交換が可能で
す。 

 

2.3.1 電源ユニット 

図 2.1は電源ユニットの正面図です。 

この電源ユニットは商用電源（AC100V）を入力電圧として利用する際に使用します。また、光送信器
冷却用ファンも搭載しています。 

正常に動作しているときには、電源ユニット上の LEDが緑色に点灯します。 

一方、ホットスワップ機能を持っているため、2 次電源を利用していれば、運用に支障なく交換ができ
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1  電源ユニット正面図 

 

LED
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2.4 電源投入手順 

 この光送信器は使用条件に適応した環境で運用してください。特に、運送後の急激な温度変化を避
けるため、開梱後は十分に時間をおいてから、電源を投入してください。 

 光送信器の電源ユニットに AC100V電源を投入します。なお、電源ユニットを 2台実装している場
合、片側だけに電源を投入するとアラームが発生し、光送信器前面の”MODUL”LED が黄色に点
灯します。  （電源ユニットは標準で 2台実装しています。） 

電源が投入されると、光送信器前面の”MODUL”LED が緑色に点灯し、LCD が明るくなります。
その後、LCD は暗くなり、LED の診断テストが実行されます。この際、前面の全 LED が短時間、
黄色に点灯します。問題がなければ、2秒間、前面の全 LEDが緑色に点灯した後、光送信器の状態
に応じて各 LEDが点灯します。 

光送信器が正常に動作している場合、前面の LEDはすべて緑色に点灯します。 

 

2.5 動作条件の設定 

 

光接続を行う際には、絶対に、光出力部を直視しないでください。 

 

2.5.1 CATV信号用 RF入力 

HOT9503Eは RFパワーメーター機能を搭載しており、光送信器への総合 RF入力レベルをモニターし
ています。このレベルは入力されるチャンネル数（無変調、AM-TV、FM、QAM チャンネルなど）に
依存します。 

また、この入力モニター機能は“INPUT”LED を制御します。RF 入力レベルが規定の総合実効 OMI
を与える AGC駆動範囲内であれば、”INPUT”LEDは緑色に点灯します。 

 

伝送チャンネル数に対する総合実効 RF入力レベルは次式で計算できます。 

 

            Pintot = 10 log (n) + Uin ‒ 108.7  

 

 Pintot  : 総合実効 RF入力レベル(dBm) 

 n : チャンネル数 

 Uin : 無変調キャリアに対する 1チャンネルあたりの RF入力レベル(dBµV) 
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HOT9503Eは 2つの AGCモードを持っています。各モードは次の通りです。 

 

 

AGC-Offモード 

AGC-Offモードでは、光送信器内の RFアンプの利得を変更することで、OMIの調整を行います。 

また、OMIと RF入力レベルの関係は実際に調整される RF利得（調整範囲は-17～+7dB）を用いて、
次式で表されます。 

 OMI = 5.0 x 10^[ (Uin – 80 + Gain)/20 ] 
又は、 
 Uin = 80 - Gain + 20 log (OMI / 5).  

 

 OMI : 光変調度（%） 

 Gain : 利得(dB) 

 Uin : 無変調キャリアに対する 1チャンネルあたりの RF入力レベル(dBµV) 
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AGC-Onモード 

AGC-On モードでは、光送信器は自動的に RF 利得を調整しながら、最適な OMI に設定します。
CATV 信号（アナログ映像キャリア、デジタル映像キャリア、音声キャリア）を伝送するブロードキ
ャスティング用途では、通常、AGC-Onモードにて運用してください。 

一般に、ブロードキャスティング用途でのアナログ映像キャリアの最適 OMI は約 5%です。AGC-On
モードでは、光送信器は最適な OMI を見つけ出し、RF 入力レベルが変動してもその最適な OMI を保
持します。この場合、RF 利得を調整できる範囲（RF 利得：-17～+7dB）で光送信器を運用する必要
があります。例えば、5%の OMI に設定するためには、アナログ映像キャリアの RF 入力レベルを 73
～97dBμV にする必要があります。しかし、実際は 3dB マージンを設けて、OMI 5%に対し、76～
94dBμVの入力範囲で運用してください。 

AGC-Onモードで設定される最適 OMIopt は次式で計算されます。 

 

dBQAML
QAM

dBQAML
QAM

dBLFM
FM

dB
VSB

opt
NNNN

OMI
10/256

256
10/64

64
10/10/4 10101010

2%7.18







 

 

 NVSB   ： アナログ映像キャリアのチャンネル数 
 NFM   ： 音声キャリアのチャンネル数 
 LFM   ： アナログ映像キャリアレベルに対する音声キャリアのレベル差 
     （通常は-4dB） 
 N64QAM ： 64QAMキャリアのチャンネル数                         

（デジタル映像キャリア、インターネット信号） 
 L64QAM  ： アナログ映像キャリアレベルに対する 64QAMキャリアのレベル差 
     （通常は-10dB） 
 N256QAM  ： 256QAMキャリアのチャンネル数                         

（デジタル映像キャリア、インターネット信号） 
 L256QAM  ： アナログ映像キャリアレベルに対する 256QAMキャリアのレベル差 
     （通常は-6dB） 

 
 
注意：光送信器の RF利得の調整範囲は-17dB～+7dBですが、実際は、3dBマージンを設けて 

-14dB～+4dBの RF利得範囲に対して、RF入力レベルを決定してください。 

 

また、光送信器の性能テストを行う場合にも、AGC-Onモードを使用します。 

通常、CNR/CSO/CTB に対する性能テストは多チャンネル信号発生器等を用いて無変調信号（映像変
調 Off）で行います。この場合、OMItotrmsは工場出荷値(0dB)に設定されます。 

無変調にすることで、AM-VSB TVチャンネルの変調キャリアレベルは 4dB程度（このレベル差は映像
コンテンツにより異なります）減少しますが、AGC 機能によって最適な信号レベル（最適 OMI）に補
償されます。 

 

注意：HOT9503Eの AGC-Onモード機能はいかなるチャンネル構成においも BERが 10-9 になるよう
に工場出荷時に調整されています。AGC-Off モードは伝送システムに熟練された方のみ使用し
てください。 



 

－20－ 

HOT9503E 21/84 

 

2.5.2 CS/BS-IF信号用 RF入力 

規定レベルの CS / BS -IF信号を CS / BS -IF入力ポートに印加してください。 

なお、CS/BS-IF 入力系には RF レベルの調整機能がありませんので、外部の RF アンプ、もしくは減
衰器を用いて、レベル調整を行なってください。 

また、CS/BS-IF 信号を印加しない場合には、CS/BS-IF 入力ポートに終端器（75Ω）を接続してくだ
さい。 

 

2.5.3 光出力 on/off  

前面操作ボタン、もしくはイーサネットインターフェイスを介して光出力 on/offが実行できます。 

なお、Device Activity設定において、Always Active を選択すると、光出力は on、Force Standby を
選択すると、光出力は offとなります。 

 

2.5.4 波長の変更機能 

HOT9503Eは波長を+/-100 GHz の範囲で変更ができます（50 GHzステップ）。 

なお、この変更は前面操作ボタン、もしくはイーサネットインターフェイスを介して実行できます。 
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2.6 LED表示 

この光送信器は 3つの LED（"MODUL”,”INPUT”,”OUTPUT”）を持っています。また、液晶ディ
スプレイを持っており、前面パネル上の 6 つの操作ボタンを用いて、各パラメーターを閲覧／設定す
ることができます。 

正常に動作している場合は、全 LED が緑色に表示されます。もし、警告、または重大アラーム状態に
なっている場合には、黄色、または赤色に表示されます。この場合、液晶ディスプレイ上で詳細が確
認できます。 

 

“Modul”LED 

緑色に点灯：正常動作 

黄色に点灯：警告状態。詳細は以下の通りです。 

 電源ユニット#1、または電源ユニット#2が故障している。 

 LDの TEクーラー電流が 90%を超えている。これは、光送信器内の温度が非常に高くなってい
ることを警告しています。 放熱に問題がないか確認してください。 

 LD のバイアス電流が工場出荷時の値の 115%を超えている。これは、LD が劣化していること
を警告しています。  

電源ユニットに伴う警告である場合には、問題のあるユニットを交換してください。交換ユニット
は製造元が保有しています。 

赤色に点灯：重大アラーム状態。詳細は以下の通りです。 

 LD の TE クーラー電流が 100%になっている。これは、光送信器内の温度が極度に高くなって
いることを警告しています。 放熱に問題がないか確認してください。 

  LDのバイアス電流が工場出荷時の値の 120%を超えている。 

重大アラームが発生した場合には、自動的に光送信器の LDはシャットダウンされます。この場合、電
源を入れ直すか、NMS上でリセット命令を実行してシャットダウンを解除します。 

 

“INPUT”LED 

緑色に点灯：正常動作 

黄色に点灯：警告状態。詳細は以下の通りです。 

RF入力が規定値より低い、または高い。 

 AGCモード時：AGCの動作範囲を超えている。 

 マニュアルモード：実効総合 OMIが仕様値を超えている。 

赤色に点灯：重大アラーム状態。詳細は以下の通りです。 

 RF入力が検知されない。  
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“OUTPUT”LED 

緑色に点灯：正常動作 

黄色に点灯：警告状態。詳細は以下の通りです。 

 光出力が+5dBm以下となっている。 
この場合、光送信器はそのまま使用することができますが、伝送特性が劣化します。修理点検
することを推奨します。 

赤色に点灯：重大アラーム状態。詳細は以下の通りです。 

 光出力が-4dBm以下となっている。 
この場合、光送信器は正常に動作しません。修理する必要があります。 
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2.7 操作ボタン / LCD 

セキュリティについて 

本体 LCD を通じて設定内容を変更する際には、4 桁のキーコードを入力して、ログインする必要があ
ります。キーコードのデフォルト値は 1111 です。 

また、操作ボタンを押さない状態が 5 分間続くと、自動的にログインタイムアウトとなりますので、
その際は、改めて、キーコードを入力してください。 

なお、キーコードは LCD 上の”NMS server”メニュー、または、Web ブラウザ上の”server 
admistration”で変更ができます。 

 

注意：キーコードとして、0000 を設定すると、キーコードによるログインは無効となり、キーコー
ドを入力しなくても、ログインができるようになります。 

 

操作ボタンの機能（デフォルト値） 

ESC ボタン：  

主に、このボタンは操作内容を中止したり、前メニューに戻るときに使用します。 

ENTER ボタン： 

主に、このボタンは操作内容を実行したり、新しいメニューに入るときに使用します。 

▼▲  カーソルボタン： 

このボタンは、メニューを選択したり、選択肢を選ぶときに使用します。 

◄ ►  カーソルボタン： 

このボタンは、変更する数字や文字を選択したり、テキストスクリーンをスクロールするとき
に使用します。 
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メニュー構成について 

ルート画面で ENTER ボタンを押すと、最初に、"NMS Server"メニューが表示されます。続いて、
RS485 を介してデイジーチェーン接続されている機器の名前の一覧が表示されます。なお、接続され
ている機器がない場合は、表示されません。 

 

ルート画面  

NMS Server  このメニューは NMS サーバーの各種設定項目を含
んでいます。 

Optical transmitter device   このメニューは光送信器の各種設定項目を含んでい
ます。 

なお、Aliasname で設定された名前が表示されます。
デフォルト値は”HOT9503E”となっています。 

Device No.1      このメニューは表示されている機器の設定項 

(RS485接続されている機器名が表示 目を含んでいます。 

されます) 

・ 

・ 

・ 

Device No. # 

(2台以上の機器が RS485接続されている場合)  

NMS Server メニュー  

NMS Server 

 Alarms / Warnings / Infos   発生しているアラームを表示します。 

 IP Settings     サーバーのネットワーク設定を行います。 

 Keycode     LCD操作でのキーコードを変更します。 

Properties サーバーのプロパティを表示します（ファームウェ
アやハードウェアのバージョンなど）。 

 Date & Time     サーバーの日付／時間設定を行います。 

 Reset Server     サーバーの設定をデフォルト値に戻します。 

 Rescan RS485    RS485で接続された機器をサーチします。 

Logout ログアウトして、ルート画面に戻ります。 

 

NMS Server->IP Settings 注意：変更した値を保存するには必ず、Save 
Settings を選択してください。 

Save Settings 変更されたネットワーク設定を保存します。 

保存後、サーバーは再起動します。 

 IP address     IPアドレスの表示、変更を行います。 

 Netmask     ネットマスクの表示、変更を行います。 

Default router     デフォルトルーターの表示、変更を行います。 
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Optical transmitter device メニュー 

Alarms / Warnings / Infos 発生しているアラームを表示します。 

 

Settings 

AGC Mode CATV入力系の AGCモード（AGC ON/AGC OFF）
の設定状態を表示、変更します。 

RF Mode RF モードの設定状態を表示、変更します。選択肢
は”Nomal” / “Low Noise” / “Low Distortion”の 3種類
です。なお、RF モードについては、3.14.8 章をご
参照ください。 

Output Power 光出力の設定値を表示します。[dBm] 

Device Activity スタンバイモードの ON/OFF（光出力の OFF/ON）
の設定状態を表示、変更します。 

  Force Standby ： 光出力 OFF 

  Always Active  ： 光出力 ON 

OMI(total rms) AGC ON モードにおける CATV 入力系の総合実効
OMIを表示、変更します。 [%] 

 なお、AGC OFF モード時にはこの項目は表示され
ません。 

RF Gain AGC OFF モードにおける CATV 入力系の RF 利得
の表示、設定を行います（標準総合実効 OMI と標
準 RF 入力に対する標準利得との相対値）。 RF 
Gain が 0dB の場合、RF 入力は 80dBμV、OMI は
5%です。[dB] 

 なお、AGC ONモード時にはこの項目は表示されま
せん。 

Laser Frequency 波長の設定表示、変更を行います。 [GHz] 

RF Gain Limit AGC ON モードでの RF 最大利得の
設定表示、変更を行います。[dB] 

Pilot OMI SBS 抑制用パイロット信号#1の OMI  の設定表示、
変更を行います。[%] 

 通常は 5%に設定してください。 

Pilot Frequency SBS 抑制用パイロット信号#1 の周波数の設定表示、
変更を行います。[kHz] 

 通常は 614Khzを選択してください。 

Pilot Mode SBS 抑制用パイロット信号#1 の ON/OFF 状態を表
示、変更します。 

 通常は Pilot on を選択してください。 
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OMI nominal CATV入力系の総合実効 OMIの標準値を表示します。
[%] 

Slope CATV 入力系のスロープの表示、設定を行います。
[dB] 

Fiber Length チャーピング補償回路の最適ファイバー長の表示、
設定を行います。[m] 

Pilot Coding Usage コード識別機能を持った光受信機と組み合わせて使
用する場合、SBS 抑制用パイロット信号#1 に識別
コード（PSK信号）をのせるかを選択します。 

  Disable all 

    ：コード識別機能使用しない 

  Enable Linecodes 

 ：コード識別機能使用する 

通常は、Disable all を選択します。 

Linecode Number 識別コード（0~999）を設定します。 

 通常は、設定する必要はありません。 

Pilot #2 OMI SBS 抑制用パイロット信号#2の OMI  の設定表示、
変更を行います。[%] 

 通常は 2.5%に設定してください。 

Pilot #2 Frequency SBS 抑制用パイロット信号#2 の周波数を表示しま
す。[kHz] 

Pilot #2 Mode SBS 抑制用パイロット信号#2 の ON/OFF 状態を表
示、変更します。 

 通常は Pilot on を選択してください。 

 

Parameters 

RF Input CATV 入力系の総合実効入力電力を表示します。な
お、RF入力が設定された OMI、及び Gainの範囲を
超えている場合には、RF 入力警告アラームが発生
し、正しい値が表示されません。[dBm] 

Sat RF Input CS/BS-IF 入力系の総合実効入力電力を表示します。
なお、RF入力が設定された OMI、及び Gainの範囲
を超えている場合には、RF 入力警告アラームが発
生し、正しい値が表示されません。[dBm] 

OMI(total rms)  CATV入力系の総合実効 OMIを表示します。なお、
RF入力、又は、設定された Gainが測定される OMI
の範囲を超えている場合には、RF 入力警告アラー
ムが発生し、正しい値が表示されません。[%] 

RF gain  CATV 入力系の実際のアンプの利得を表示します
（標準値との相対値）。 [dB] 

Output Power  光出力を表示します。[dBm] 
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TEC Current LD の TE クーラー電流を表示します（最大値を
100%とする）。 [%] 

Laser Current LD バイアス電流を表示します（工場出荷時値を
100%する）。 [%} 

Laser Temp. Ofs. 標準 LD温度との差を表示します。[℃] 

 Module Temperature      光送信器内部の温度を表示します。 [℃] 

+24V      +24V系の電圧を表示します。 [V] 

+3.3V      +3.3V系の電圧を表示します。 [V] 

+5V      +5V系の電圧を表示します。 [V] 

+10V      +10V系の電圧を表示します。 [V 

-2.5V      -2.5V系の電圧を表示します。 [V] 

 TEC Voltage     LDの TEクーラー電圧を表示します。[V] 

 

 

注意：最新の状態を確認するには、一度、Optical transmitter device メニューに戻り、再度、表示項
目を選択してください。 

 

Limits       各アラームの閾値を表示、変更します。 

 RF Input     CATV入力系 RF入力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

Sat RF Input     CS / BS -IF入力系 RF入力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 OMI      CATV入力系総合実効 OMIに関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 RF gain     CATV入力系 RF利得に関わるアラーム 
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  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 Output  Power     光出力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 TEC Current     TEC電流に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 Laser Current     LD電流に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 Laser Temp. Ofs.    LD温度に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

Module Temperature     内部温度に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+24V      +24V系に関わるアラーム 
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  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+3.3V      +3.3V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+5V      +5V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+10V      +10V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

-2.5V      -2.5V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 

TEC Voltage     LDの TEクーラー電圧に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 
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Properties 機器のプロパティを表示します（ファームウェアや
ハードウェアのバージョンなど）。 

 

Miscellaneous  

  Reset Device    保存されている設定で再起動します。 

Reset to Default Setting 工場出荷時のデフォルト値で再起動します。この際、
変更された設定は消去されます。 

 

Aliasname      機器名の表示、変更を行います。 



 

－31－ 

HOT9503E 32/84 

 

3 WEBブラウザ（HTTP）使用による HOT9503E制御方法 

HOT9503E はネットワーク・エレメント・コントローラー（NEC）を搭載しており、Web ブラウザを
介して、光送信器自体、並びに RS485(マスター)にデイジーチェーン接続された機器の状態を監視、
もしくは制御することができます。 

3.1 NEC（サーバー）との接続方法 

HOT9503Eの背面にあるイーサネットポートと PCとを LANケーブルを用いて接続します。なお、直
接、光送信器と PCを接続する際には、クロスケーブルを使用してください。 

次に HOT9503E の IP アドレス、並びにサブネットマスクは LCD 上で確認できますので、PC に対し
て、適切な IP設定を行います。なお、HOT9503Eのデフォルト IPは下記の通りです。 

 IPアドレス    ： 172.23.41.103 

 サブネットマスク ： 255.255.255.0 

 

PC上で Webブラウザソフトを立ち上げ、対象とする HOT9503Eに接続します。図 3.1は HOT9503E
に接続した場合の Web ブラウザの表示例を示しています。この場合、接続先として http:// 
xxx.xxx.xxx.xxx（対象機器の IPアドレス）を指定します。 

 

 

図 3.1 Webブラウザの表示例 

 

 

画面左側タグの“Devices”の下段には、NECが認識した全ての機器が一覧表示されます。 

また、“Device overview”ウィンドウには、図 3.1 に示している通り、機器の状態、モデル番号、機
器名、シリアル番号、ファームウェアバージョン、及びハードウェアバージョンが表示されます。 
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3.2 NEC(サーバー)へのログイン 

Web ブラウザ上で表示されている機器に対して、パラメーターの変更を行う場合には、ログインする
必要があります。なお、ログインしない場合には、状態の表示のみとなり、パラメーターの変更がで
きません。 

 

 

図 3.2 ログイン画面 

(上段：ログイン名入力欄、下段：パスワード入力欄) 

 

ログインするための、ログイン名、並びにパスワードの初期設定は下表を参照ください。 

 

Username Password 

technical technical 

update update 

sysadmin sysadmin 
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3.3 イベントログ 

“Event Log”のメニューボタンをクリックすると、図 3.3 のように NEC(サーバー)のイベントログが
表示されます。 

 

 

図 3.3 イベントログ表示画面 

 

イベントログ表示には、次のようなマークが使用されます。 

 緑色の感嘆符 

正常な動作に対して表示されます。この感嘆符が色塗りされた状態はイベントが動作中である
ことを示しており、中抜き状態はイベント動作が完了したことを示し、イベントもそれと同時
に取り消し線を用いて消されます。 

 赤色フラッグ 

重大な問題が発生した場合に表示されます。このフラッグが色塗りされた状態では問題が解決
されていないことを示しており、中抜き状態は、問題が解決されたことを示し、イベントもそ
れと同時に取り消し線を用いて消されます。 

 黄色フラッグ 

警告内容が発生した場合に表示されます。このフラッグが色塗りされた状態では警告内容が解
決されていないことを示しており、中抜き状態は、警告内容が解決されたことを示し、イベン
トもそれと同時に取り消し線を用いて消されます。 

 

全てのイベントにおいて、発生日時、イベントが発生した機器名、その機器のシリアル番号、並びに
イベント内容の説明が表示されます。 

また、一画面に表示できるイベント数を超えた際は、イベント表示欄の下にページ数が表示されます。
大きいページ数をクリックすると、古いイベント内容が表示されますが、発生イベントの総数が 64 件
を超えると、最も古いイベントから順次削除され、新しいイベントが表示されます。なお、電源を入
れ直すと、全てのイベントがリフレッシュされます。 
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一方、イベント表示欄の下に表示されている”Load all data csv formatted(semicolon separated)”、もし
くは” Load all data csv formatted(comma separated)”をクリックすると、指定したファイル名（csvフ
ァイル）で表示されているイベント内容を保存することができます。 

なお、”Load all data csv formatted(semicolon separated)”を選択し場合は、データ間がセミコロンで区
切られた形式で、”Load all data csv formatted(comma separated)”を選択し場合は、データ間がコンマ
で区切られた形式で保存されます。 

 

 

3.4 サーバープロパティ画面 

“Server”のメニューボタンをクリックすると、図 3.4のサーバープロパティ画面が表示されます。こ
の画面では、ハードウェア情報の表示や日付／時刻の設定を行います。 

 

 

図 3.4 サーバープロパティ画面 
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3.5 I/Oポートの設定 

“General Purpose I/O”のメニューボタンをクリックすると、図 3.5 の I/O 設定画面が表示され、
Webブラウザ上で I/Oポートの設定が行えます。 

 

 

 

図 3.5 I/O設定画面 

 

 

I/O モード欄において、入出力ポート、並びに入力専用ポートのモードを設定することができます。図
3.6、並びに 3.7は、選択できるモードを示しています。 

 

 

 

図 3.6 入出力ポートの設定モード 
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図 3.7 入力専用ポートの設定モード 
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設定できる各モードの機能について、表 3.1をご参照ください。 

 

 

モード種類 機能 備考 

Input 

接点入力として使用します。 

但し、このモードでは入力の内容を
区分しません。 

(工場出荷値)

ポート#1～5 で選択可能。 

Input is notify 

接点入力として使用します。 

このモードでは通知内容として取り
扱われるため、イベントログにおい
ては感嘆符を付帯したイベントとし
て表示されます。  

ポート#1～5 で選択可能。 

Input is warning 

接点入力として使用します。 

このモードでは警告内容として取り
扱われるため、イベントログにおい
ては黄色フラッグを付帯したイベン
トとして表示されます。 

ポート#1～5で選択可能。 

Input is alarm 

接点入力として使用します。 

このモードでは重大な問題として取
り扱われるため、イベントログにお
いては赤色フラッグを付帯したイベ
ントとして表示されます。 

ポート#1～5で選択可能。 

Output on any alarm 

機器内部で重大な問題が検知された
場合に接点出力を発生させます。 

なお、各アラームの総和出力となり
ます。  

ポート#1のみで選択可能。 

Output on any warning 

機器内部で警告内容が検知された場
合に接点出力を発生させます。 

なお、各警告の総和出力となりま
す。 

ポート#1のみで選択可能。 

表 3.1 I/Oポートのモード一覧表 

 

 

全ての I/Oポートにおいて、アクティブ状態でのレベル（”High”、又は”Low”）の選択ができます。 

また、”I/O Description”欄に、各ポートの内容を任意に書き込むことができます。 
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3.6 サーバー管理 

“Administration”のメニューボタンをクリックすると、図 3.8 のサーバー管理メニューが表示されま
す。 

 

 

図 3.8 サーバー管理メニュー 

 

サーバー管理メニューでは、IP設定、パスワード変更、並びに画面の更新間隔設定が行えます。 

”Change xxxxxx”タグをクリックすると、変更内容が更新されます。 

また、”Excute Server Reset”タグをクリックすると、サーバーがリセットされますが、光送信器の動作
は停止しません。 

 

注意事項 

RS485 経由で接続されている機器台数が多いと、データの収集時間に時間を要するため、この場合は、
画面の更新間隔（"Page-Refresh”）は長めに設定してください。 
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3.7 SNMP設定 

“SNMP Configuration”のメニューボタンをクリックすると、図 3.9 の SNMP 設定画面が表示され、
Webブラウザ上で SNMP設定が行えます。 

 

 

図 3.9 SNMP設定画面 

 

設定項目は下記の通りです。 

 

”Traps” ： 

トラップ送信先（4 つまで）の IP、並びにトラップコミュニティ名を設定します。なお、トラ
ップのコミュニティ名は送信先#1、並びに#2～#4（共通）の 2 つしか設定できません。トラッ
プ送信の有効／無効も選択ができます。 

また、SCTE HMS規格準拠のアラーム生成について、下記設定ができます。 

 Disable all traps 

全てのトラップ生成を無効にします。 

 Enable all traps 

全てのトラップ生成を有効にします。 

 Enable and resend all traps 
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全てのトラップ生成を有効にし、2 回送信します。この機能は、トラップ送信先
に正常にトラップが送信されているかをテストするのに利用できます。 

 

“SNMPv1 Authentication Communities”： 

get命令、並びに set/get命令用のコミュニティ名を設定します。 

 

”Special Settings”： 

HMS Traps Compliance 

(詳細については、 MIBファイル”SCTE-HMS-ALARMS-MIB” 、もしくは “SCTE-HMS-COMMON-MIB”をご参照下さい) 

minor compliant (工場設定値) full compliant 

hmsAlarmEvent Trap が ENTERPRISE OID 
alarmsIdent (1.3.6.1.4.1.5591.1.2)と一緒に送
出されます。 

この場合、HMS MIB で規定されている OID 
scteHmsTree(1.3.6.1.4.1.5591.1)は送出され
ません。 

HMS MIB で規定されている hmsAlarmEvent 
Trap が ENTERPRISE OID scteHmsTree 
(1.3.6.1.4.1.5591.1)と一緒に送出されます。 

hmsColdStart Trapが ENTERPRISE OID 
commonIdent (1.3.6.1.4.1.5591.1.3)と一緒に
RFC1215に送出されます。 

この場合、HMS MIBで規定されている OID 
scteHmsTree(1.3.6.1.4.1.5591.1)と Trap-
Type  COLD STARTは送出されません。 

HMS MIB で規定されている hmsColdStart 
Trap が ENTERPRISE OID scteHmsTree 
(1.3.6.1.4.1.5591.1) と Trap-Type  
ENTERPRISE SPECIFIC + Specific-Trap-
Type 0と一緒に送出されます。 

 

HMS Notifications 

enabled (工場設定値) disabled 

”Notification”タイプのメッセージは Trapとし
て送られ、SNMP SCTE HMS tablesに書き
込まれます。HMSは”Notification”を認識しな
いため、”HMS-Severity” minorとしてレポー
トされます。 

”Notification”タイプのメッセージは Trapとし
て送られず、SNMP SCTE HMS tableにも書
き込まれません。Web ブラウザにおい
て”Notification”としてイベントログ表示され
ます。 

 

hfcInventory Format 

T-Nova, E531i (工場設定値) DKS, T12-9 

T-NOVA-HFC-INVENTORY-MIBの SNMP 変
数“hfcInventoryFabricData”は Biedenbach (T-
Nova, E531i)で定義されたフォーマットで供
給されます。 

T-NOVA-HFC-INVENTORY-MIBの SNMP 変
数 “hfcInventoryFabricData”は Herberg(DKS, 
T12-9)で定義されたフォーマットで供給され
ます。 
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“Trap verify”： 

ダイアルアップ（ISDN，アナログモデム使用時）のような常時接続でない回線を使用してトラ
ップを送信する場合、SNMP トラップが送信される前にトラップ送信先へのリンクが正常に動
作しているかを確かめる必要があります。そうしないと、トラップ情報が送信先で得られませ
ん。 

NECアプリケーション SWバージョン 1.10以降では、NECとトラップ送信先とのリンクを事
前に確認する機能があります。 

 Verify before trap 

この項目を有効にすると、トラップが送信される前に、次項” Trap verify receiver”
で指定された IP アドレスのホストの"sysDescr" OID(get 要求として)が実行され、要求
に応答すると待機していたトラップが送信されます。 

通常、LANのような常時接続においては“disabled”に設定することを推奨します。 

 Trap verify receiver 

リンクテストをする送信先の IP アドレスを入力します。通常、送信先#1～#4 のうち、
一つを使用します。 

但し、ダイアルアップリンクでは、実際のトラップ送信先の代わりに送信先に設置され
てあるモデム（ISDNルーターなど）の IPアドレスが使用できます。 

 Timeout 

リンクエラーを検知するために、30～600 秒の間でタイムアウト時間を設定できます。
設定した時間の間、NEC は"sysDescr" get 命令に対する応答を待ちます。タイムアウト
時間を過ぎてレスポンスが得られなくても、待機していたトラップは送信されますが、
"traps discarded"（3.10.2.2章参照）のカウント数が増加します。 

 Trap Accumulation Time 

トラップ蓄積時間(Trap accumulation time)は 0～60秒の間で設定できます。この指定
した時間の間、トラップを蓄積します。この機能によって、ダイアルアップ接続におけ
る接続料金を削減することができます。 

但し、下記の場合には蓄積時間内でもトラップが送信されます。 

－．トラップ蓄積用メモリ容量の 3/4を超えたとき 

－．NEC の SNMP エージェントが外部の SNMP マネージャーからポーリングされ
たとき 

 Test “trap verify receiver” response 

この機能はモデムリンクのセットアップ、又はテストを行う場合に使用します。 

このタグをクリックすると、"Trap Verify Receiver"が get 要求に関して正しく応答する
かをテストします。この場合、タイムアウト時間は 30秒に設定されています。 

このタグは、"Verify before Trap" が有効（enabled）の場合にのみ、表示されます。 
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3.8 累計表示 

“Statistics”のメニューボタンをクリックすると、図 3.10の累計表示画面が表示されます。 

 

 

図 3.10 累計表示画面 

 

 

“Ethernet” 

この欄には下記項目の各累計が表示されます。これにより、SNMP トラップ設定が正しくなさ
れているか、又はトラップ送信先と問題なく通信しているかを確認することができます。 

 Traps sent 

NECによって送信されたトラップのパケット数を示します。 

例えば、トラップ送信先が 4つとも設定されていると、トラップごとに 4ずつカウント
数が増加します。  

 Traps pending 

NEC内で送信待ちになっているトラップのパケット数を示します。 

 Traps discarded 

無効になったトラップのパケット数を示します。 

トラップ蓄積用メモリー容量の 3/4を超えたり、Verify before trap機能においてタイム
アウトしたとき、待機していたトラップが強制送信されますので、この場合にカウント
数が増加します。 
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“RS485 Bus(during last minutes)” 

 この欄には RS485系統の通信状態を示す下記項目の各累計が表示されます。 

 Good Responses 

正常通信回数 

 Errorneous Responses 

通信失敗回数 

 Timeouts 

タイムアウトエラー発生数 

 

 

また、“Reset Counters”タグをクリックすると、各累計数がゼロにリセットされます。 
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3.9 スロット番号の割り当て 

“Configure Slots”のメニューボタンをクリックすると、図 3.11 のスロット番号割り当て設定画面が
表示され、状態監視されている機器にスロット番号(管理番号 1～48)を割り当てることができます。 

割り当てたいスロット番号を入力後、”Change”タグをクリックすると、設定した番号に変更されます。
なお、49番は NEC-Eサーバーに割り当てられていますので、使用できません。 

また、スロット番号の割り当て設定が行われていない機器には自動的に 50 以上の番号が割りふられま
す。 

 

 

 

図 3.11 スロット番号の割り当て設定画面 

 

 

自動的に番号の割りふりを行いたくない場合には、”Slot position detect mode”において、”No detect by 
hardware, manual setup in every cases”を選択しますが、通常は、”slot position detect by device 
hardware, if supported”を選択します。 

 

また、”Module Identify”(青色文字)の部分をクリックすると、対応する監視機器の LEDが点滅し、対応
する機器の所在を確認することができます。 

 

※ 通常、Rack slot assignment rasterは、Autoatic detection にしておいてください。 
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3.10 サーバーのアップデート 

“Server Update”のメニューボタンをクリックすると、図 3.12のサーバーアップデート画面が表示さ
れ、NEC サーバーのファームウェア（NEC アプリケーションソフトウェア）のアップデートが行えま
す。 

 

 

  

図 3.12 サーバーアップデート画面 

 

 

アップデートファイル(image***.dat)を選択し、”Upload selected file”タグをクリックすると、アップデ
ートが開始されます。 
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3.11 HOT9503Eの状態表示 

“Devices”欄に表示されている監視機器において、状態を確認したい機器の上でクリックすると、 

図 3.13のように選択された機器(HOT9503E)の状態が表示されます。 

 

 

図 3.13 HOT9503Eの状態表示画面 

 

光送信器の状態は下記マークを付帯して表示されます。 

 緑色フラッグ 

光送信器が正常に動作していることを示します。 

 黄色フラッグ 

画面上に記述された内容の警告が発生していることを示します。 

 赤色フラッグ 

画面上に記述された内容の重大な問題が発生していることを示します。 

 感嘆符 

画面上に記述された内容の動作モードが変更されたことを通知します。 
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3.12 HOT9503Eのパラメーター表示 

Web 画面上部にある“Parameters”のメニューボタンをクリックすると、図 3.14 のように
HOT9503Eの動作に関わる重要なパラメーターが表示されます。 

 

 

図 3.14 HOT9503Eのパラメーター表示画面 

 

黒色バーは現在値の位置を示しており、このバーが緑色の範囲内に入っていれば、正常に動作してい
ます。なお、正常範囲の閾値は、Limits 1設定メニューで確認できます。 

 

RF Input CATV 入力系の総合実効入力電力を表示します。な
お、RF入力が設定された OMI、及び Gainの範囲を
超えている場合には、RF 入力警告アラームが発生
し、正しい値が表示されません。[dBm] 

SAT RF Input CS/BS-IF 入力系の総合実効入力電力を表示します。
なお、RF入力が設定された OMI、及び Gainの範囲
を超えている場合には、RF 入力警告アラームが発
生し、正しい値が表示されません。[dBm] 

OMI(total rms)  CATV入力系の総合実効 OMIを表示します。なお、
RF入力、又は、設定された Gainが測定される OMI
の範囲を超えている場合には、RF 入力警告アラー
ムが発生し、正しい値が表示されません。[%] 

RF gain  CATV 入力系の実際のアンプの利得を表示します
（標準値との相対値）。 [dB] 

Output Power  光出力を表示します。[dBm] 

TEC Current LD の TE クーラー電流を表示します（最大値を
100%とする）。 [%] 

Laser Current LD バイアス電流を表示します（工場出荷時値を
100%する）。 [%} 
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Laser Temp. Offset 標準 LD温度との差を表示します。[℃] 

 Module Temperature    光送信器内部の温度を表示します。 [℃] 

3.13 HOT9503E内部の供給電圧表示 

Web 画面上部にある“Voltages”のメニューボタンをクリックすると、図 3.15 のように、HOT9503E
内部の供給電圧が表示されます。 

 

 

 

図 3.15 HOT9503E内部の供給電圧表示画面 

 

黒色バーは現在値の位置を示しており、このバーが緑色の範囲内に入っていれば、正常に動作してい
ます。なお、正常範囲の閾値は、Limits 2設定メニューで確認できます。 

 

+24V      +24V系の電圧を表示します。 [V] 

+3.3V      +3.3V系の電圧を表示します。 [V] 

+5V      +5V系の電圧を表示します。 [V] 

+10V      +10V系の電圧を表示します。 [V 

-2.5V      -2.5V系の電圧を表示します。 [V] 

 TEC Voltage     LDの TEクーラー電圧を表示します。[V] 
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3.14 HOT9503Eパラメーター設定 

Web 画面上部にある“Settings”のメニューボタンをクリックすると、図 3.16 のように、HOT9503E
のパラメーター設定画面が表示され、HOT9503Eのパラメーターの設定が行えます。 

 

 

図 3.16  HOT9503Eのパラメーター設定画面 

 

設定変更後、”Change”タグをクリックすることにより、変更内容が反映されます。 

 

また、設定を行う場合、サーバーにログインする必要があります。 
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3.14.1 AGCモードの設定 

図 3.17 は CATV 入力系の AGC モードを設定する状態を示しています AGC-on、又は AGC-off（マニ
ュアル）モードを選択します。 

 

図 3.18 AGCモード設定画面 
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3.14.2 光出力の調整 

図 3.19は光出力を設定する状態を示しています。 

HOT9503Eについては、光出力の変更はできません。 

 

 

 

図 3.19 光出力の調整画面 
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3.14.3 OMIの設定 

図 3.20は総合実効 OMIを設定する状態を示しています。CNR、CSO、CTB、並びに BERを最適化す
る場合に変更します。 

 

 

図 3.20 総合実効 OMIの設定画面 

 

※同一行の右側に”OMI nominal”として、OMI の標準値が参照表示されていますが、この値は変更でき
ません。 
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3.14.4 RF Gain限界値の設定（AGC-On モード時のみ) 

図 3.21は RF Gain限界値を設定する状態を示しています。AGC-onモードでの RF最大利得を設定で
きます。 

 

 

図 3.21 RF Gain限界値の設定画面 

 

将来、伝送チャンネル数が増設される可能性がある場合、RF 最大利得を設定することは非常に便利な
機能です。 

例えば、増設前後で、チャンネル数の差が 6dB あるとすると、AGC-on モードでは、AGC 動作により
総合電力が一定に保たれるため、増設前の 1チャンネルあたりの OMIは増設後より 6dB高くなります。
この OMI の差は、光リンクの光受信機に RF 出力においても、同様のレベル差が発生します。このよ
うな場合、最大 RF Gainを設定することにより、増設前後のレベル差を抑えることができます。 
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3.14.5 パイロット信号#1の OMI設定 

図 3.22はパイロット信号#1の OMIを設定する状態を示しています。パイロット信号#1の OMIを変更
すると、SBS の抑制能力が変動します。通常は、SBS 抑制能力を最大にするため、5%に設定してく
ださい。 

 

 

図 3.22 パイロット信号#1の OMI設定画面 



 

－55－ 

HOT9503E 56/84 

 

3.14.6 RF Gainスロープの設定 

図 3.23は RF Gainスロープを設定する状態を示しています。光送信器内部の RFアンプの利得スロー
プが調整できます。 

 

 

図 3.23 RF Gainスロープの設定画面 
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3.14.7 コード識別機能 On/Off設定 

図 3.23はコード識別機能 On/Offを設定する状態を示しています。この設定項目では、コード識別機能
を持った光受信機と組み合わせて使用する場合に、パイロット信号#1 に識別コード（PSK 信号）をの
せるかどうかを選択します。通常は“Disable all”に設定してください。 

 

 

図 3.23 コード識別機能 On/Off設定画面 
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3.14.8 RFモードの設定 

図 3.24は RFモードを設定する状態を示しています。 

 

 

図 3.24  RFモード設定画面 

 

次の 3つの RFモードが用意されています。 

 

１．Normalモード(工場設定値) 

 通常はこのモードに設定します。 

２．Low Noiseモード 

光送信器内の前段アンプの利得を上げ、後段アンプの利得を下げることにより、光送信器のノ
イズ特性を改善します。但し、相互変調ひずみはわずかに劣化します。 

３．Low Distortionモード 

 ノイズ特性をわずかに劣化させることで、相互変調ひずみ特性が改善されます。 
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3.14.9 光出力の On/Off 

図 3.25は光出力の On/Offを設定する状態を示しています。 

 

 

図 3.25 光出力の On/Off設定画面 

 

 

次の 2つの選択肢が用意されています。 

 

１．Force Standby 

 光出力を OFFにします。 

２．Always Active 

光出力を ONにします 
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3.14.10 RF Gainの設定（AGC-offモード時のみ） 

図 3.26は RF Gainを設定する状態を示しています。CNR、CSO、CTB、並びに BERを最適化する場
合に変更します。 

 

 

図 3.26 RF Gain設定画面 

 

 

注意事項 

1. RF利得の設定は AGC-offモードの場合のみ有効です。 

2. RF利得の設定範囲は個体ごとに若干異なります。 

3. RF 利得を変更すると、AGC-off モードでの RF 入力感度が変わります。例えば、RF 利得を標
準利得 0dBから+2dBに変更すると、RF入力感度は 80 dBµVから 78 dBµVになります。 

4. 光出力と RF Gainとの組み合わせには制約があります。この制約を超えた場合には、 

図 3.27のように、黄色の帯が掛かります。このような場合には、RF Gainを設定し直してくだ
さい。 
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図 3.27 設定値が制限を超えた場合の警告例 

 

 

3.14.11 波長の変更 

図 3.28のように、波長を 50GHzステップで変更することができます。 

波長変更範囲は標準波長に対し±100GHzです。 

 

 

図 3.28 波長の変更画面 
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3.14.12 パイロット信号#1の周波数の設定 

図 3.29はパイロット信号#1の周波数を設定する状態を示しています。通常は、614kHz(工場出荷値)に
してください。 

 

 

図 3.29 パイロット信号#1の周波数の設定画面 
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3.14.13 パイロット信号#1の on/off設定 

図 3.30 はパイロット信号#1 の on/off を設定する状態を示しています。通常は、SBS 抑制能力を有効
にするため、”Pilot on”にしてください。 

 

 

図 3.30 パイロット信号#1の on/off設定画面 
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3.14.14 チャーピング補償回路定数の設定 

図 3.31はチャーピング補償回路定数を設定する状態を示しています。 

HOT9503Eは DFBレーザーのチャーピング補償機能を持っており、ITU G.652タイプのシングルモー
ドファイバーでの LD チャーピングやファイバー分散を補償することができます。また、この CSO の
原因となる LDチャーピングやファイバー分散を補償するチャーピング補償回路を最適な条件で動作さ
せるため、“Fiber Length”を 0から 20000mまでの範囲で設定することができます。 

 

図 3.31 チャーピング補償回路定数の設定画面 

  

“Fiber Length”に対し、最適な距離を設定することで、LD チャーピングやファイバー分散による伝
送特性の劣化が低減されます。 

0～20km の範囲で伝送距離がばらつくツリー／ブランチ構造のネットワークにおいて、より良い伝送
特性（特に CSO）を必要とする場合には、最短距離と最長距離の平均値を“Fiber Length”として設
定しますが、Fiber Length”設定値に対応する伝送距離においてチャーピング補償の効果が最大となる
ため、最短距離と最長距離の差をできるだけ小さくなるようにネットワークを設計してください。 
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3.14.15 識別コード番号の設定 

図 3.32 は識別コード番号（0～999）を設定する状態を示しています。通常は設定する必要はありませ
ん。 

 

図 3.32 識別コード番号の設定画面 
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3.14.16 パイロット信号#2の OMI設定 

図 3.33はパイロット信号#2の OMIを設定する状態を示しています。パイロット信号#2の OMIを変更
すると、SBS の抑制能力が変動します。通常は、SBS 抑制能力を最大にするため、2.50%に設定して
ください。 

 

 

図 3.33 パイロット信号#2の OMI設定画面 
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3.14.17 パイロット信号#2の on/off設定 

図 3.34 はパイロット信号#2 の on/off を設定する状態を示しています。通常は、SBS 抑制能力を有効
にするため、”Pilot on”にしてください。 

 

 

図 3.34 パイロット信号#2の on/off設定画面 



 

－67－ 

HOT9503E 68/84 

 

3.14.18 パイロット信号#2の周波数の設定 

図 3.35はパイロット信号#2の周波数を設定する状態を示しています。 

パイロット信号#2については、周波数の変更はできません。 

 

 

図 3.35 パイロット信号#2の周波数の設定画面 
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3.15 アラーム閾値の変更 

Web画面上部にある“Limits1”のメニューボタンをクリックすると、図 3.36のようにアラーム閾値変
更画面が表示され、運用状態に合せて、アラームの閾値を変更することができます。なお、閾値の変
更により、重大な問題を発生させる恐れのある項目については、アラーム閾値の変更ができません。 
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図 3.36 アラーム閾値変更画面 

 

適切なログイン名によるログインが成功すると、図 3.36 に示すように、閾値の変更ができる項
目は中抜きのコラムとして表示されます。 

アラームの意味が失われないように、閾値の変更には注意が必要です。また、光出力の警告
(warning)に対する閾値については、運用値の±1dB以内にすることを推奨します。 
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 また、この設定画面で表示されるアラーム項目は下記の通りです。 

 

RF Input     CATV入力系 RF入力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

Sat RF Input     CS / BS -IF入力系 RF入力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 OMI      CATV入力系総合実効 OMIに関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 RF gain     CATV入力系 RF利得に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 
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 Output  Power     光出力に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム 

  Warning High    Highマイナーアラーム 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 TEC Current     TEC電流に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 Laser Current     LD電流に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 Laser Temp. Offset    LD温度に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

Module Temperture    内部温度に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 

注意事項 

各アラーム項目の閾値に対する工場出荷値には、個体差があります。 
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3.16 電源系に関するアラーム閾値の表示 

Web 画面上部にある“Limit2”のメニューボタンをクリックすると、図 3.37 のように電源系に関する
アラーム閾値表示画面が表示されますが、これらの閾値の変更はできません。 

 

 

図 3.37  電源系に関するアラーム閾値表示画面 

 

また、この設定画面で表示されるアラーム項目は下記の通りです。 

 

 

+24V      +24V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 
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+3.3V      +3.3V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+5V      +5V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

+10V      +10V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

-2.5V      -2.5V系に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

TEC Voltage     LDの TEクーラー電圧に関わるアラーム 

  Alarm High    Highメジャーアラーム(変更不可) 

  Alarm Low    Lowメジャーアラーム(変更不可) 

  Warning High    Highマイナーアラーム(変更不可) 

  Warning Low    Lowマイナーアラーム(変更不可) 

  Hysterisis    ヒステリシス(変更不可) 

 

 

注意事項 

各アラーム項目の閾値に対する工場出荷値には、個体差があります。 
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3.17  Webブラウザ／SNMP用アラームマスキング設定 

Web画面上部にある“Event Mask”のメニューボタンをクリックすると、図 3.38のように Webブラ
ウザ／SNMP用アラームマスキング設定画面が表示されます。 

 

 

図 3.38 Webブラウザ／SNMP用アラームマスキング設定画面 
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HOT9503E では、図 3.38 に示すように、各項目に対し、警告(warning)、並びに重大アラーム
(alarm)を発生させるかどうかを設定することができます（アラームマスキング設定）。 

 

ここで設定されたマスキング内容は、下記項目に関して有効となります。 

  －．前面パネルの LED 

  －．Webブラウザ上での状態表示(図 3.13参照) 

  －．SNMP(トラップ) 

アラームマスキング処理により、アラーム発生を無効(disable)にされた場合には、状態表示画
面(図 3.13参照)にて、通知（notify）内容として表示されます。 
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3.18 光送信器のプロパティ表示 

Web 画面上部にある“Properties”のメニューボタンをクリックすると、図 3.39 のように光送信器の
プロパティが表示されます。 

 

 

図 3.39 光送信器のプロパティ表示画面 

 

Hardware Model: 

  この光送信器の型番を示します。 

Hardware Realease: 

  この光送信器の HWバージョンを示します。 

Serialnumber: 

  この光送信器のシリアル番号を示します。 

Articlenumber: 

  この送信機の製品管理番号を示します。 

Aliasname: 

設定された“Aliasname”は、Web ブラウザ上（図 3.39 の①部分）、並びに LCD 上で表
示されます。 

① 
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Software Release: 

  -. Application 

この光送信器の HOT9503Eアプリケーション SWバージョンを示します。 

なお、これは NECアプリケーション SWバージョンとは異なります。 

  -. Bootloader 

この光送信器のブート用ファームウェアバージョンを示します。 

Userdata: 

この光送信器についてのコメントを任意に入力できます。但し、使用できるのは半角英
数文字のみです。 

 

なお、変更内容は、”Change”をクリックすると更新されます。 

 

 

注意事項 

図 3.39 下部の”miscellaneous”ボタンをクリックすると、全てのパラメーターが工場出荷値に戻
され、光送信器が再起動（コールドスタート）します。この再起動においては、光送信器が安
定動作になるまでに 30秒程度かかりますので、誤って、クリックしないように注意してくださ
い。 
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3.19 HOT9503Eアプリケーション SWのアップデート(Devices Update) 

“Devices Update”のメニューボタンをクリックすると、図 3.40の HOT9503Eアプリケーション SW
のアップデート画面が表示され、HOT9503Eアプリケーション SWのアップデートが行えます。 

 

 

 

図 3.40  HOT9503Eアプリケーション SWのアップデート画面 

 

 

アップデートファイル(device.dat)を選択し、”Upload selected file”タグをクリックすると、アッ
プデートが開始されます。 
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4 メンテナンス 

光コネクター接続を行うときは、必ず、コネクター端面をアルコール溶剤等で清掃してから接続して
ください。  

 

コネクター端面を清掃しても、光出力が規定より低い場合には、以下の手順で光送信器側の光コネク
ター端面を清掃します。 

 光アダプターを固定しているねじを緩める。 

 光アダプターから内側の光コネクターをはずす。 

 光コネクター端面をアルコール溶剤等で清掃する。 

 光アダプターに内側の光コネクターを差し込み、光アダプターを固定します。この際、内側の光ケ
ーブルを引っ張りすぎないでください。 

 

注意！:内側の光コネクターを本体から 1cm以上引き出さないでください。 

5 トラブルシューティング 

この光送信器に関連してトラブルが発生した場合には、下記項目を確認してください。 

それでもトラブルが解決しない場合には製造元にご連絡ください。 

 研磨の角度の異なる光コネクターを組み合わせると、接続損失が増大し、CSO、並びに CNR 特性
が劣化します。 

 1550nm 帯の波長を持った光は、ファイバーの曲がりに非常に敏感です。曲げ半径を小さくし過ぎ
ないように注意してください。 

 RF入力レベルを規定値（フラット）にしてください。RF入力の平坦度が 1 dB悪くなると CNR、
CSO、並びに CTBも 1 dB劣化します。 

 1550nm 帯の波長を持った光に対する光ファイバーの非線形効果（特に、長距離伝送時、並びに高
い光入力時）を十分に理解することが必要です。自己位相変調、並びに誘導ブリルアン散乱の影響
により CNR、並びに CSOは容易に劣化します。疑わしいときには、ファイバーの代わりに光減衰
器を用いて光伝送試験を行うことで、ファイバーの影響かどうか確認できます。 

 

注意！：この光送信器内部には非常に高い光パワーとマイクロ波信号を発生する部分があります。し
たがって、人害、並びに EMC防止のため、絶対に、蓋を開けないでください。 

故障した場合には、電源ユニットの交換以外は製造元に修理返却してください。 

 

注意！：本製品を返却される場合は、納入時に使用されていた専用箱を使用し、2重梱包にて返却して
ください。 
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6 規格特性 

項   目 単位 性   能 備  考 

光 波 長 (nm) 1554.13 標準 
±100GHz 可変 

(50GHz ステップ) 

光 出 力 レ ベ ル (dBm) ＋7 以上  

適用光ファイバー  
1.3μm 零分散光ファイバー 

ITU-T  G.652 準拠 

 

適 用 コ ネ ク タ ー  SC/APC  

Ｒ Ｉ Ｎ (dBc/Hz) －155 以下  

光 出 力 ポ ー ト 数  1  

発 光 波 長 偏 差 (nm) ±0.03  

最大ＳＢＳ制御能力 (dBm) ＋18 以上 ＠25km ※1※3※4 

周 波 数 帯 域 (MHz) 70～770 1000～2610  

標 準 入 力 レ ベ ル (dBμV) 80 90  

最 大 伝 送 波 数 (波) 74(アナログ) 36  

帯域内周波数特性 (dB) 1.5p-p 以内 4.0p-p 以内  

入力リターンロス (dB) 15 以上 10 以上  

入力インピーダンス (Ω) 75 Ｆ形 

利 得 調 整 範 囲 (dB) －17～＋7 ――  

スロープ調整範囲 (dB) －3～＋16 ――  

Ｃ Ｎ Ｒ (dB) 

50.5 以上 

(ﾌｧｲﾊﾞｰ長 0～15km) 

49 以上 

(ﾌｧｲﾊﾞｰ長 15～25km)

25 以上 ※1※3※4 

Ｃ Ｓ Ｏ (dB) －58 以下 ―― ※1※2※3 

Ｃ Ｔ Ｂ (dB) －62 以下 ―― ※1※3 

Ｘ Ｍ (dB) －57 以下 ―― ※1※3 

ス プ リ ア ス (dB) ―― －40 以下 ※1※4 

ＣＡＴＶ入力モニター (dB) －20±1 ―― 入力レベルとの相対値

制御インターフェイス  イーサネット 10/100 RJ-45 

対 応 プ ロ ト コ ル  SNMP 
Web ブラウザにて 

監視制御可能 

電 源 搭 載 台 数 (台) 2  

電 源 電 圧 (V) AC100(50/60Hz)  

消 費 電 力 (W) 25 以下 
電源 2台実装時 

AC100V 時 35VA 以下

使 用 温 度 範 囲 (℃) 0～＋40  
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項   目 単位 性   能 備  考 

寸 法 (mm) 44.5(H)×482.6(W)×464.0(D) EIA/JIS 共通 

質 量 (kg) 10 以下 電源 2台実装時 

 

※1.光受信器：レシーバーノイズ 7pA/√Hz、変換効率 0.95A/W とのシステム性能 

  光入力レベル 0dBm 時 

※2.チャーピング補正設定値（flc 値）は下記の通り 

ファイバー長 0～10 5～15 10～20 15～25 

Flc 値（km） 5 10 15 20 

 

※3.変調度：CATV 帯 3.3％（74 波）、雑音帯域幅 4MHz 

※4.変調度：CS/BS-IF 帯 1.0％（36 波）、雑音帯域幅 27MHz 

 
 

7 付属品 

 

名 称 数 単位

CD-ROM 1 枚 

AC 電源コード 2 本 

ラック取付用ネジセット 4 式 

電源コード抜け防止金具 2 式 

ミニ DIN8 ピンコネクター 

（オス、カシメ金具付） 
1 個 
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8 外観図 
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